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プ
ロ
ロ
ー
グ
　
井
伊
氏
研
究
と
「
お
ん
な
城
主  

直
虎
」

本
書
の
ね
ら
い

　

二
〇
一
七
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は
、『
お
ん
な
城
主　

直
虎
』
で
あ
る
。

　

同
作
の
主
人
公
で
あ
る
「
井
伊
次
郎
法
師
直
虎
」
は
、「
徳
川
四
天
王
」
の
一
人
と
さ
れ
る
井
伊
直
政
の
養

母
で
、
女
性
で
あ
り
な
が
ら
も
井
伊
家
の
家
督
権
を
持
っ
て
い
た
人
物
と
さ
れ
る
。

　

井
伊
氏
は
古
代
以
来
、
遠
江
国
引い

な

佐さ

郡ぐ
ん

井い

伊い
の

谷や

（
静
岡
県
浜
松
市
北
区
）
に
居
点
を
置
い
て
い
た
。
後
に
「
徳

川
四
天
王
」
な
ど
と
さ
れ
る
井
伊
直
政
が
家
康
を
主
君
に
仰
い
だ
こ
と
か
ら
、
井
伊
氏
は
大
名
に
取
り
立
て

ら
れ
る
。
さ
ら
に
近
世
に
お
い
て
彦
根
藩
（
滋
賀
県
彦
根
市
）
の
大
名
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
「
大
老
」
職
と
い

う
幕
閣
最
高
の
地
位
に
立
つ
人
物
を
、
幕
末
ま
で
に
五
人
も
輩
出
し
た
（
幕
末
の
井
伊
直
弼
が
著
名
）。

　

戦
国
期
に
「
国
衆
」
と
し
て
存
在
し
、「
生
き
残
り
」
に
最
も
成
功
し
た
氏
族
の
よ
う
に
見
え
る
。

　

私
は
、
東
海
地
方
の
戦
国
大
名
で
、
駿
河
・
遠
江
（
以
上
、
静
岡
県
中
部
及
び
西
部
）、
三
河
（
愛
知
県
東
部
）
と
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尾
張
（
愛
知
県
西
部
）
の
南
の
一
部
を
支
配
し
た
今
川
氏
を
主
な
研
究
テ
ー
マ
と
し
て
お
り
、
今
川
氏
の
関
連

文
書
集
『
戦
国
遺
文
』
今
川
氏
編
第
一
〜
五
巻
（
東
京
堂
出
版
　
二
〇
一
〇
〜
一
五
）
を
ま
と
め
た
こ
と
も
あ
る
。

　

史
料
集
編
纂
時
に
は
今
川
氏
の
史
料
だ
け
で
な
く
、
井
伊
氏
を
含
む
領
国
下
の
武
将
た
ち
の
関
連
文
書
も

蒐
集
し
た
が
、
そ
れ
は
研
究
テ
ー
マ
に
今
川
氏
の
被
官
（
家
臣
）
等
も
含
ん
で
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
井
伊
氏

に
つ
い
て
も
そ
の
関
連
で
過
去
に
論
文
を
発
表
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
は
今
川
氏
か
ら
の
視
点
に
重
点
を
置

い
て
検
討
を
加
え
て
い
る
。

　

し
か
し
、
直
虎
・
直
政
を
始
め
と
す
る
〝
井
伊
氏
サ
イ
ド
〞
か
ら
視
点
を
向
け
る
と
、
ま
だ
ま
だ
検
討
し

き
れ
て
い
な
い
部
分
が
多
く
残
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
直
虎
と
い
う
人
物
を
含
め
、
改
め
て
史
料
に
則

し
て
検
討
を
加
え
て
み
た
い
、
そ
う
思
っ
て
本
書
の
筆
を
起
こ
し
始
め
た
。

　

中
世
の
井
伊
氏
研
究
は
全
体
的
に
少
な
く
、
主
要
論
文
の
多
く
は
二
〇
〇
〇
年
前
後
ま
で
に
発
表
さ
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
、
近
年
の
研
究
成
果
が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
ま
た
、
鎌
倉
〜
室
町
期
の

検
討
が
不
十
分
と
い
う
面
も
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
中
世
全
般
に
お
い
て
再
検
討
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

国
衆
研
究
と
井
伊
氏

　

と
こ
ろ
で
私
は
、
二
〇
一
六
年
の
大
河
ド
ラ
マ
『
真
田
丸
』
が
、「
国
衆
」
と
い
う
言
葉
を
視
聴
者
に
浸
透
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さ
せ
た
こ
と
に
は
、
非
常
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

『
真
田
丸
』
の
主
人
公
は
真
田
信
繁
で
あ
る
が
、
彼
の
実
家
の
真
田
家
は
、
信
濃
国
小
県
郡
（
長
野
県
青
木
村
・

上
田
市
・
長
和
町
、
東と

う

御み

市
の
一
部
）
を
居
点
と
す
る
氏
族
で
、
上
杉
・
北
条
・
徳
川
と
い
っ
た
大
大
名
に
囲
ま

れ
て
い
た
。
戦
国
期
、
真
田
氏
は
郡
規
模
で
在
地
を
支
配
し
た
領
主
で
あ
り
、
在
地
に
根
付
き
、
地
元
へ
の

統
制
力
や
指
導
力
、
軍
事
力
や
税
の
徴
収
権
等
を
持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
真
田
氏
を
始
め
と
す
る
戦
国
武

将
た
ち
を
、
研
究
者
は
「
国
衆
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
る
。

「
国
衆
」
は
全
国
に
存
在
し
て
お
り
、
井
伊
氏
は
遠
江
の
国
衆
で
あ
っ
た
。
国
衆
の
研
究
は
、
そ
の
解
明
で

大
名
の
位
置
付
け
が
相
対
的
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
現
在
も
継
続
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。
本
書

は
そ
れ
ら
の
国
衆
研
究
の
成
果
に
学
び
、
発
展
途
上
に
あ
る
戦
国
大
名
研
究
の
一
助
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
つ
ま
り
〝
最
新
の
国
衆
研
究
を
盛
り
込
ん
だ
井
伊
氏
に
関
す
る
概
説
書
〞
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

と
な
る
と
、
先
述
の
よ
う
に
〝
井
伊
氏
サ
イ
ド
〞
か
ら
の
見
直
し
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
場
合
、「
生
き
残

り
」
を
賭
け
た
井
伊
氏
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
必
要
が
あ
る
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
中
世
に
お
い
て
国
衆
は
、
前
の
世
代
の
人
物
か
ら
代
が
替
わ
る
と
、
そ
の

次
世
代
は
前
代
の
政
策
や
戦
略
・
戦
闘
を
踏
ま
え
て
生
き
残
る
方
法
を
模
索
す
る
。
そ
の
「
生
き
残
り
」
を

賭
け
た
彼
ら
の
選
択
が
成
功
し
、
生
き
残
っ
た
彼
ら
が
「
歴
史
」
を
書
き
綴
る
（
＝
文
書
史
料
の
作
成
）。
現
代

に
生
き
る
私
た
ち
は
、「
生
き
残
り
政
策
」
の
「
成
功
譚
」
を
単
純
に
「
歴
史
的
事
実
」
と
し
て
認
識
す
る
の

5 プロローグ　　井 伊 氏 研 究 と  「お ん な 城 主   直 虎」



で
は
な
く
、「
成
功
譚
」
の
虚
実
を
明
確
に
区
分
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
国
衆
た
ち
の
実
態
を
解
明
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
井
伊
氏
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た
観
点
か
ら
の
研
究
が
不
十
分
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

本
書
の
構
成
と
方
法
論

　

そ
こ
で
本
書
で
は
、「
中
世
の
井
伊
氏
」
を
理
解
す
る
た
め
に
、
系
譜
的
に
は
古
代
と
さ
れ
る
時
代
か
ら

「
徳
川
四
天
王
」
の
井
伊
直
政
ま
で
の
約
五
〇
〇
年
間
を
扱
う
こ
と
に
す
る
。
そ
の
際
に
は
文
書
史
料
を
重
視

し
、
そ
れ
ら
を
じ
っ
く
り
読
み
込
ん
で
井
伊
氏
の
再
検
討
を
試
み
た
い
。

　

本
書
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

鎌
倉
期
ま
で
の
井
伊
氏
に
つ
い
て
は
事
実
の
確
定
を
中
心
に
、
嫡
流
と
は
違
う
別
流
の
井
伊
氏
を
摘
出
す

る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
（
第
一
・
二
章
）。

　

ま
た
室
町
〜
戦
国
期
、
特
に
第
三
・
四
章
に
お
い
て
は
、
国
衆
と
し
て
の
井
伊
氏
の
脆
弱
性
を
中
心
に
延

べ
た
。
さ
ら
に
直
虎
と
い
う
人
物
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
第
六
章
に
お
い
て
残
さ
れ
た
文
書
を
丁
寧
に

捉
え
直
し
て
み
た
。
彼
女
（
彼
？
）
の
関
連
文
書
の
う
ち
五
件
六
点
は
「
井い

伊い
の

谷や

徳と
く

政せ
い

」
と
呼
ば
れ
る
研
究
的

に
も
重
要
な
テ
ー
マ
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
も
含
め
、
第
七
章
で
改
め
て
検
討
を
加
え
て
み
た
。

　

さ
ら
に
第
八
・
九
章
で
は
、
直
政
に
つ
い
て
取
り
扱
う
。
二
〇
一
六
年
十
月
五
日
現
在
、
彼
の
受
発
給
文
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書
と
関
連
文
書
は
、
合
計
三
四
一
通
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
残
さ
れ
て
い
る
史
料
を
一
点
ず
つ
検
証
す

る
こ
と
で
、
彼
の
人
物
像
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
な
お
、
彼
の
関
係
文
書
に
つ
い
て
は
、
後
日
『
戦
国
史
研

究
会
史
料
集
五　

井
伊
直
政
関
係
文
書
集
』（
二
〇
一
七
年
刊
行
予
定
）
と
し
て
紹
介
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

「
文
書
史
料
」
の
区
分

　

な
お
、
本
書
で
は
〝
文
書
史
料
を
重
視
す
る
〞
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
言
う
「
文
書
」
と
は
、
同
時
代

に
受
・
発
給
さ
れ
た
書
状
（
手
紙
）
や
、
領
主
層
か
ら
出
さ
れ
た
権
利
書
類
（
土
地
を
安あ

ん

堵ど

・
宛あ

て

行が

っ
た
史
料
）
な

ど
の
こ
と
で
あ
る
。
同
時
代
の
史
料
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
一
番
信
用
が
置
け
る
。
つ
ま
り
、
実
像
を
把
握
す

る
た
め
に
は
、
そ
う
し
た
史
料
の
解
析
が
望
ま
れ
る
の
だ
。

　

ま
た
「
同
時
代
」
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
文
書
だ
け
で
な
く
、
当
時
は
日
記
や
紀
行
文
等
を
記
録
し
て

い
る
人
た
ち
も
い
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
参
照
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
同
様
に
、
寺
社
が
堂
宇
等
を
建
立

し
た
際
、
そ
の
事
実
を
木
札
に
記
し
て
梁は

り

等
に
打
ち
付
け
た
棟む

な

札ふ
だ

や
、
円
形
の
銅
板
な
ど
に
仏
像
を
彫
り
込

ん
だ
り
浮
き
彫
り
に
し
た
り
し
て
堂
内
に
懸
け
た
懸か

け

仏ぼ
と
け等

の
銘
文
も
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し

た
〝
同
時
代
の
証
言
〞（
こ
れ
を
研
究
者
た
ち
は
「
一
次
史
料
」
と
呼
ん
で
い
る
）
か
ら
、
新
た
な
井
伊
氏
像
を
構
築

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
ま
っ
た
く
同
時
代
の
史
料
は
存
在
し
な
い
も
の
の
、
過
去
帳
や
位
牌
、
さ
ら
に
は
系
図
・
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家
譜
類
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
編
纂
物
」
で
し
か
記
述
さ
れ
な
い
情
報
も
あ
る
。
特
に
系
図
や
家
譜
を
史
料
と

し
て
扱
う
際
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
は
記
載
し
た
氏
族
に
と
っ
て
〝
都
合
の
よ
い
〞
部

分
し
か
書
か
れ
な
い
場
合
が
あ
り
、
客
観
性
が
失
わ
れ
て
疑
わ
し
い
面
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
編
纂
物
は
「
二
次
史
料
」
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
一
次
史
料
よ
り
も
信
頼
性
に
欠
け
る
。
し
か
し
、

二
次
史
料
で
あ
っ
て
も
そ
の
史
料
が
作
成
さ
れ
た
意
味
や
背
景
を
考
え
る
と
、
真
実
の
一
部
が
見
え
て
く
る

と
き
が
あ
る
。
一
次
史
料
を
編
集
し
て
作
成
さ
れ
た
二
次
史
料
で
あ
れ
ば
、
真
実
と
さ
れ
る
部
分
は
当
該
期

を
物
語
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
だ
。

　

こ
う
し
た
二
次
史
料
は
、
当
該
期
を
語
っ
た
部
分
と
そ
う
で
な
い
部
分
を
峻
別
す
る
こ
と
で
、
別
の
情
報

を
提
示
し
て
く
れ
る
場
合
が
あ
る
。
史
実
で
な
い
部
分
が
抽
出
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
部
分
が
な
ぜ
挿
入
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
な
ど
、
別
な
史
料
の
活
か
し
方
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
る
の
だ
。
丁
寧
な
史
料

の
峻
別
作
業
は
、
研
究
上
、
必
要
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
井
伊
氏
に
関
す
る
一
般
書
は
、「
井
伊
家
伝
記
」（
以
下
「
伝
記
」
と
省
略
。
国
立
公
文
書
館
所
蔵
本

を
使
用
。
後
述
）
や
「
井
伊
年
譜
」（
以
下
「
年
譜
」。
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
本
を
使
用
。
後
述
）
と
い
っ
た
二
次

史
料
を
主
要
な
材
料
と
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
書
で
は
一
次
史
料
を
重
視
し
、
二
次
史
料
の

扱
い
に
注
意
し
な
が
ら
語
る
よ
う
に
す
る
。

　

な
お
本
書
で
は
、
普
段
、
歴
史
に
関
わ
っ
て
い
る
私
た
ち
が
ど
う
い
っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
い
る
の
か
知
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っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
少
々
回
り
く
ど
い
表
現
を
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

　

ま
た
史
料
を
引
用
す
る
際
、
基
本
的
に
大
意
で
提
示
す
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
た
め
、
史
料
の
原
本
に
若

干
の
解
説
を
加
味
し
た
表
記
や
、
一
部
の
省
略
、
解
釈
に
よ
る
段
落
の
前
後
の
組
み
替
え
等
が
な
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
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岡
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＋
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史
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＋
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史
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＋
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史
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＋
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＋
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＋
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＋
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＋
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＋
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＋
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史
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＋
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根
史
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九
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↓
『
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＋
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＋
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＋
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第
六
章

井
伊
直
虎
と
は

何
者
か
？



１　
「
次
郎
法
師
直
虎
」
を
探
る

直
虎
期
の
遠
江

　

よ
う
や
く
本
書
の
主
人
公
で
あ
る
次
郎
法
師
直
虎
の
段
階
ま
で
書
き
継
い
で
き
た
。
次
郎
法
師
直
虎
は
、

井
伊
直
盛
と
新
野
左
馬
助
親
矩
の
妹
（
祐ゆ

う

椿ち
ん

尼に

）
と
の
間
に
生
ま
れ
た
女
子
（
後
述
）
と
さ
れ
る
。
以
降
、
基

本
的
に
は
次
郎
法
師
と
表
記
す
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
直
虎
と
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

ま
ず
は
次
郎
法
師
の
生
存
期
間
中
の
遠
江
情
勢
に
つ
い
て
、
ま
と
め
て
お
こ
う
。

　

天
文
十
三
年
末
、
第
二
次
河
東
一
乱
に
直
満
ら
一
部
の
武
将
た
ち
は
同
調
し
た
も
の
の
、
基
本
的
に
井
伊

氏
は
静
観
を
続
け
た
。
他
の
遠
江
国
内
の
武
将
た
ち
も
挙
兵
す
る
こ
と
は
な
く
、
同
十
四
年
段
階
で
遠
江
国

内
に
大
き
な
動
揺
は
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。

　

翌
年
六
月
、
今
川
氏
は
田
原
方
面
へ
軍
事
行
動
を
起
こ
し
、
戸
田
氏
と
抗
争
を
開
始
し
た
。
同
年
末
に
は

北
遠
の
犬
居
天
野
氏
も
今
橋
城
（
豊
橋
市
）
で
合
戦
を
行
っ
て
お
り
、
史
料
に
は
残
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

井
伊
氏
も
三
河
方
面
へ
出
兵
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
れ
以
降
、
今
川
氏
の
軍
事
行
動
は
三
河
に
移
り
、
遠
江
国
内
で
大
き
な
問
題
は
起
こ
っ
て
い
な
い
。
弘

治
年
間
、
三
遠
国
境
付
近
の
三
河
国
衆
で
あ
る
菅
沼
・
奥
平
・
牧
野
の
諸
氏
が
一
族
内
部
で
親
今
川
と
反
今
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川
に
分
裂
し
た
。
反
今
川
方
は
三
者
で
結
託
し
た
ら
し
く
、
か
な
り
大
規
模
な
紛
争
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ

の
余
波
が
遠
江
国
に
波
及
し
た
と
い
う
史
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　

し
か
し
永
禄
三
年
、
今
川
義
元
が
桶
狭
間
で
横
死
す
る
と
、
状
況
は
一
変
し
た
。
永
禄
元
年
に
駿
河
・
遠

江
の
支
配
を
任
さ
れ
て
い
た
義
元
の
嫡
男
氏
真
か
ら
、
三
河
の
国
衆
た
ち
は
次
々
と
離
叛
を
始
め
た
。

　

特
に
松
平
元
康
（
後
の
徳
川
家
康
。
以
下
、
徳
川
家
康
で
統
一
）
は
永
禄
四
年
に
は
独
立
を
始
め
、
翌
年
に
は
井

伊
氏
、
さ
ら
に
同
六
年
に
は
引
間
（
浜
松
）
の
飯
尾
氏
な
ど
を
調
略
し
た
よ
う
で
あ
る
。
二
俣
の
松
井
氏
、
犬

居
の
天
野
氏
も
今
川
氏
に
対
し
て
叛
乱
を
起
こ
し
た
。
こ
れ
を
「
遠
州
忩そ

う

劇げ
き

」
と
い
っ
た
。
永
禄
八
年
初
め

に
は
今
川
氏
の
領
国
は
駿
遠
の
み
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
の
後
、
氏
真
は
領
国
の
維
持
に
尽
力
し
、
上
杉
氏
と
手
を
結
ぼ
う
と
し
た
。
し
か
し
そ
の
努
力
の
甲
斐

も
な
く
、
結
局
永
禄
十
一
年
十
二
月
に
武
田
信
玄
の
駿
河
侵
攻
を
招
き
、
氏
真
は
駿
河
府
中
を
放
棄
し
た
。

同
時
に
家
康
が
三
河
か
ら
遠
江
に
侵
攻
し
て
き
た
た
め
、
氏
真
は
遠
江
国
懸
川
城
に
籠
城
す
る
。
氏
真
は
翌

年
五
月
に
懸
川
城
を
徳
川
氏
に
開
城
し
、
北
条
氏
を
頼
っ
て
い
っ
た
。

　

今
川
領
国
を
奪
取
し
た
武
田
と
徳
川
の
両
者
は
「
国く

に

分わ
け

」
で
揉
め
る
こ
と
に
な
り
、
東
遠
で
戦
闘
が
繰
り

返
さ
れ
た
。
家
康
は
元
亀
元
年
六
月
に
居
所
を
岡
崎
城
か
ら
浜
松
城
に
移
し
、
国
内
の
平
定
に
努
め
て
い
た

が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
同
三
年
、
武
田
信
玄
が
遠
江
に
侵
攻
し
て
き
た
。
従
来
は
そ
の
前
年
に
も
武
田
軍
が

侵
攻
し
て
き
た
と
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
否
定
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
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元
亀
三
年
の
侵
攻
で
は
、
信
玄
・
勝
頼
の
本
隊
が
駿
河
か
ら
西
へ
進
攻
し
、
山
県
昌
景
・
秋
山
虎
繁
の
別

働
隊
が
北
遠
か
ら
奥
三
河
↓
井
平
↓
井
伊
谷
、
さ
ら
に
北
上
し
て
二
俣
城
で
本
隊
と
合
流
し
た
。
三
方
原
で

武
田
・
徳
川
両
氏
は
激
突
し
て
家
康
は
敗
れ
（
三
方
原
合
戦
）、
信
玄
は
遠
江
で
越
年
後
、
西
進
し
て
い
っ
た
。

信
玄
は
野
田
城
を
攻
撃
し
て
信
州
か
ら
帰
路
に
向
か
う
と
こ
ろ
で
発
病
し
、
死
没
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

通
説
の
次
郎
法
師
直
虎
①
│
直
盛
の
死
没
ま
で

　

さ
て
、
直
虎
に
つ
い
て
は
『
引
佐
町
史
』
に
詳
し
い
の
で
、
そ
の
通
説
的
な
生
涯
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。

『
引
佐
町
史
』
は
「
伝
記
」「
年
譜
」
を
参
考
に
し
て
記
述
し
て
お
り
、
本
書
で
も
両
史
料
が
中
心
と
な
る
が
、

こ
れ
ま
で
あ
ま
り
指
摘
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
部
分
に
つ
い
て
は
、
あ
え
て
引
用
史
料
名
を
提
示
し
た
。

　

直
虎
は
、
井
伊
直
盛
と
新
野
左
馬
助
親
矩
の
妹
（
祐
椿
尼
）
と
の
間
に
生
ま
れ
た
女
子
と
さ
れ
る
。
生
年
や

幼
名
は
わ
か
ら
な
い
が
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
八
月
二
十
六
日
に
死
没
し
た
と
い
う
。
法
名
は
妙
雲
院
殿

月
船
祐
円
大
姉
。

　

直
盛
の
子
は
女
子
一
人
だ
け
だ
っ
た
。
直
盛
は
、
彼
の
叔
父
直
満
の
子
で
彼
の
従
兄
弟
の
直
親
（
幼
名
亀
之

丞
）
を
養
子
と
し
て
迎
え
入
れ
、
次
郎
法
師
と
夫
婦
に
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
直
親
は
天
文
五
年
（
一
五
三

六
）
生
れ
と
あ
る
か
ら
（「
年
譜
」）、
直
虎
と
も
そ
れ
ほ
ど
年
齢
差
は
な
か
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。

　

ち
な
み
に
直
盛
に
は
女
子
が
一
人
し
か
お
ら
ず
、
そ
れ
が
後
の
直
虎
と
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
伝
記
」
の
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記
載
で
あ
っ
て
、「
年
譜
」
は
別
の
記
述
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
子
ど
も
は
「
女
子
ば
か
り
」
で
、「
末

の
御
娘
」
が
直
虎
と
あ
る
。
だ
が
、
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
彦
根
藩
井
伊
家
文
書
の
「
井
伊
年
譜
」
の
冒
頭
に

記
さ
れ
て
い
る
系
図
の
「
直
盛
」
項
に
は
「
息
女
壱
人
」
と
さ
れ
て
お
り
、「
年
譜
」
内
で
矛
盾
を
き
た
し
て

い
る
。
と
は
い
え
、
直
盛
に
男
子
が
な
か
っ
た
と
い
う
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。

　

天
文
十
三
年
十
二
月
、
先
述
し
た
よ
う
に
直
盛
の
叔
父
直
満
と
直
義
が
謀
叛
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
駿
河

府
中
今
川
館
で
自
害
さ
せ
ら
れ
た
。
こ
の
と
き
今
川
氏
の
許
へ
直
満
ら
の
謀
叛
を
訴
え
た
小
野
和
泉
守
は
、
今

川
氏
へ
の
謀
叛
の
芽
を
摘
む
た
め
な
の
か
、
直
親
も
殺
害
し
よ
う
と
し
た
。

　

今
川
氏
か
ら
逃
れ
る
た
め
、
直
親
は
信
州
伊
那
郡
市
田
郷
の
松
源
寺
（
長
野
県

高
森
町
）
に
逃
れ
た
。
同
寺
に
移
っ
た
の
は
、
当
時
井
伊
氏
の
菩
提
寺
龍
潭
寺
の

住
職
だ
っ
た
南な

ん

溪け
い

瑞ず
い

聞も
ん

（
系
図
類
で
は
井
伊
直
平
の
三
男
と
さ
れ
る
が
、
夏
目
氏
に
よ
る

と
実
際
は
養
子
）
の
援
助
が
あ
っ
た
か
ら
と
さ
れ
る
。

　

直
虎
は
、
直
親
が
逃
亡
し
た
こ
と
で
悲
嘆
に
暮
れ
、
南
溪
和
尚
の
許
で
出
家

し
て
「
次
郎
法
師
」
を
名
乗
っ
た
。
命
名
は
元
来
、
備
中
次
郎
が
井
伊
氏
惣
領

の
用
い
る
仮
名
で
、
直
虎
が
井
伊
氏
の
惣
領
と
し
て
生
ま
れ
た
か
ら
、
女
子
で

あ
っ
て
も
「
僧
俗
の
名
を
兼
ね
」（「
伝
記
」）
て
次
郎
法
師
と
し
た
と
い
う
。

　

天
文
二
十
三
年
、
小
野
和
泉
守
が
没
し
た
た
め
に
直
親
も
井
伊
谷
に
帰
国
。

天文8年5月11日付井伊直盛判物（蜂前神社文書）
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翌
年
、
奥
山
因
幡
守
親
秀
の
娘
を
娶
っ
た
た
め
、
次
郎
法
師
は
僧
籍
の
ま
ま
と
な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
五
年
ほ
ど
は
特
に
問
題
も
な
く
経
過
す
る
が
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
五
月
に
な
る
と
、
駿
河

今
川
義
元
が
大
軍
を
率
い
て
西
進
を
開
始
し
た
。
義
元
西
進
の
目
的
は
、
い
ま
な
お
学
会
に
お
い
て
議
論
が

続
け
ら
れ
て
い
る
が
、
中
世
史
研
究
者
の
中
で
は
、
ほ
ぼ
上
洛
説
が
否
定
さ
れ
て
お
り
、
私
も
義
元
は
上
洛

を
考
え
て
は
い
な
か
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
先
鋒
と
し
て
直
盛
も
従
軍
し
て
尾
張
へ
向
か
い
、
結
果
、

同
月
十
九
日
に
直
盛
は
桶
狭
間
で
戦
死
し
て
し
ま
っ
た
。

通
説
の
次
郎
法
師
直
虎
②
│
家
督
の
継
承

　

直
盛
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
直
親
は
、
尾
張
へ
出
兵
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
井
伊
家
の
家
督
を
継
承
し

よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
直
盛
が
討
死
に
際
し
て
「
中
野
越
後
守
直
由
を
信
濃
守
に
改
め
、
直
親
の
後
見
と

す
る
よ
う
に
」
と
の
遺
言
を
残
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
井
伊
谷
は
一
時
、
中
野
氏
の
「
預
か
り
」
に
な
っ
た
。

　

直
由
が
越
後
守
か
ら
信
濃
守
に
改
め
た
の
は
、
直
盛
か
ら
中
野
へ
の
家
督
の
移
動
を
明
確
に
す
る
意
味
が

含
ま
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
信
濃
守
＝
井
伊
氏
嫡
流
の
受
領
名
と
い
う
認
識
が
、「
伝
記
」
の
作

者
祖
山
を
始
め
と
す
る
近
世
の
井
伊
氏
の
人
々
に
あ
っ
た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
後
、
永
禄
五
年
、
小
野
道
好
が
今
川
氏
に
訴
え
を
起
こ
し
た
。
そ
の
内
容
は
、「
最
近
、
直
親
が
「
鹿

狩
と
称
し
て
岡
崎
方
面
へ
出
向
い
て
い
る
が
、
じ
つ
は
徳
川
家
康
の
許
へ
往
来
を
繰
り
返
し
て
お
り
、
家
康
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と
織
田
信
長
と
内
通
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

氏
真
は
そ
れ
を
糾
明
し
よ
う
と
井
伊
谷
に
出
兵
を
試
み
た
が
、
新
野
親
矩
の
弁
明
や
直
親
自
身
の
釈
明
に

一
旦
は
納
得
し
、
兵
を
収
め
た
。
だ
が
直
親
挙
兵
の
噂
が
巷
に
満
ち
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、「
陳
謝
」（「
伝

記
」）
の
た
め
に
府
中
に
出
向
く
途
中
、
懸
川
城
西
入
口
で
、
城
主
朝
比
奈
泰
朝
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。

　

そ
の
前
年
、
直
親
と
奥
山
親
秀
の
娘
と
の
間
に
男
子
が
誕
生
し
て
い
た
。
こ
れ
が
後
に
「
徳
川
四
天
王
」

と
か
「
徳
川
三
傑
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
井
伊
直
政
で
あ
る
（
幼
名
は
虎
松
）。
直
親
の
殺
害
を
聞
い
た
直

盛
の
妻
祐
椿
尼
は
、
虎
松
を
連
れ
て
兄
新
野
親
矩
の
邸
宅
に
入
り
、
親
矩
の
庇
護
を
得
て
小
野
道
好
か
ら
逃

れ
た
（「
伝
記
」）。「
年
譜
」
で
は
、
家
臣
の
今
村
藤
七
郎
と
松
下
源
太
郎
等
が
祐
椿
尼
等
を
連
れ
て
逃
亡
し
、

南
溪
の
助
力
を
得
て
引
間
の
直
平
の
許
へ
移
り
、
翌
年
新
野
の
屋
敷
に
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

永
禄
五
年
十
二
月
に
は
奥
山
親
秀
が
小
野
道
好
か
ら
受
け
た
傷
が
も
と
で
没
し
、
翌
年
に
は
曾
祖
父
に
あ

た
る
直
平
が
、
こ
の
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
遠
州
忩
劇
」
の
う
ち
の
対
天
野
氏
合
戦
で
急
死
し
て
し
ま
っ
た
。

彼
の
死
は
毒
茶
を
飲
ま
さ
れ
た
と
も
あ
る
が
、『
引
佐
町
史
』
の
言
う
よ
う
に
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

同
七
年
に
な
る
と
、
直
親
の
後
見
と
さ
れ
た
中
野
直
由
や
、
虎
松
を
庇
護
し
て
い
た
新
野
親
矩
が
、
今
川

氏
に
従
っ
て
引
間
城
を
攻
撃
し
た
際
に
戦
死
し
て
し
ま
っ
た
。
井
伊
家
の
主
立
っ
た
人
物
が
死
没
し
た
た
め
、

祐
椿
尼
と
南
溪
は
次
郎
法
師
を
直
政
の
「
後
見
」（「
年
譜
」）
と
決
め
た
。
同
八
年
以
降
、
直
虎
の
文
書
が
確

認
で
き
る
の
で
、
直
虎
が
井
伊
家
の
惣
領
的
立
場
と
し
て
活
動
し
始
め
た
と
思
わ
れ
る
。
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通
説
の
次
郎
法
師
直
虎
③
│
後
半
生

　

永
禄
十
一
年
十
二
月
、
武
田
信
玄
が
駿
河
に
侵
攻
を
開
始
し
た
た
め
、
氏
真
は
遠
江
懸
川
城
の
朝
比
奈
泰

朝
を
頼
っ
た
。
こ
れ
に
先
だ
っ
て
小
野
道
好
は
、
一
時
氏
真
に
従
う
べ
く
駿
河
に
出
向
き
、
そ
の
後
帰
国
し

て
虎
松
の
殺
害
を
計
画
し
た
。
虎
松
ら
は
南
溪
を
頼
み
、
そ
こ
か
ら
奥
山
六
左
衛
門
と
と
も
に
三
河
国
鳳
来

寺
（
新
城
市
）
へ
逃
げ
延
び
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
小
野
氏
に
よ
る
井
伊
谷
の
「
押
領
」「
心こ

こ
ろ
の
ま
ま

儘
」（「
伝
記
」）
な
専

横
が
始
ま
っ
た
。

　

こ
れ
以
後
に
つ
い
て
は
「
伝
記
」
に
も
「
年
譜
」
に
も
記
載
が
な
く
、
次
の
記
述
は
天
正
二
年
か
ら
と
な

る
。
だ
が
、
井
伊
氏
の
対
立
軸
で
あ
る
小
野
氏
と
の
確
執
に
つ
い
て
は
「
年
譜
」
で
の
み
語
ら
れ
て
い
る
。

　

永
禄
十
一
年
に
徳
川
家
康
が
近
藤
康や

す

用も
ち

・
鈴
木
重
時
・
菅
沼
忠
久
ら
井
伊
谷
三
人
衆
を
井
伊
谷
へ
の
引
込

役
と
し
て
徳
川
勢
に
加
担
さ
せ
、
三
河
か
ら
遠
江
に
入
国
さ
せ
た
。
一
方
、
小
野
道
好
は
堀
川
城
（
浜
松
市
北

区
）
に
入
っ
て
い
た
が
、
翌
年
四
月
に
家
康
に
よ
っ
て
攻
撃
さ
れ
、
道
好
は
井
伊
谷
で
獄
門
に
か
か
り
、
五

月
五
日
、
男
子
二
名
と
と
も
に
「
仕
置
」
さ
れ
た
と
い
う
。

　

道
好
が
堀
川
城
に
入
っ
て
い
た
と
い
う
の
は
、
永
禄
十
二
年
三
月
下
旬
に
起
こ
っ
た
堀
川
城
の
戦
い
と
呼

ば
れ
る
攻
防
戦
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
同
城
を
拠
点
と
し
て
い
た
尾
藤
主
膳
・
山
村
修
理
・
竹
田
十
郎
ら

が
今
川
氏
に
与
し
た
た
め
、
徳
川
勢
が
堀
川
城
を
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。
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同
城
は
浜
名
湖
に
接
し
、
井
伊
谷
か
ら
は
南
南
西
、
小
野
氏
の
居
所
と
考
え
ら
れ
る
小
野
地
区
か
ら
は
南

方
に
あ
る
。
小
野
地
区
か
ら
は
、
直
線
距
離
で
一
㎞
ほ
ど
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
堀
川
城
の
戦
い
に
関
連
す
る
信
頼
の
置
け
る
史
料
に
は
小
野
氏
が
ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
。
道

好
は
本
当
に
堀
川
城
に
入
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
道
好
が
永
禄
五
年
に
直
親
の
動
向
を
氏
真
に
伝
え
た
り
、
同

十
一
年
に
井
伊
谷
を
押
領
す
る
際
に
は
、
信
玄
に
よ
る
駿
河
侵
攻
に
併
せ
て
氏
真
の
許
に
出
向
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
前
提
に
す
る
と
、
小
野
氏
が
今
川
氏
に
従
っ
て
い
た
こ
と
を
と
り
わ
け
強
調
し
て
い
る
よ
う
に

も
見
え
る
。

　

堀
川
城
は
今
川
方
と
先
述
し
た
。
と
な
れ
ば
、
道
好
は
実
際
に
は
同
城
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
後
世
に
な
っ

て
両
者
を
結
び
つ
け
て
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　

天
正
二
年
、
直
親
の
十
三
回
忌
に
伴
っ
て
直
政
は
鳳
来
寺
を
出
て
龍
潭
寺
に
移
っ
た
。
そ
の
際
、
次
郎
法

師
と
南
溪
が
相
談
し
て
直
政
を
家
康
に
仕
え
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
翌
年
、
無
事
に
直
政
が
家
康
に
仕
え
る
こ

と
に
な
っ
た
が
、「
伝
記
」
で
は
こ
の
後
、
天
正
四
年
の
直
政
の
初
陣
、
さ
ら
に
天
正
十
二
年
の
小
牧
・
長
久

手
合
戦
に
話
が
移
る
。

 

「
年
譜
」
に
よ
る
と
、
次
郎
法
師
は
天
正
六
〜
七
年
頃
に
は
、
龍
潭
寺
の
西
に
建
て
ら
れ
た
松
岳
院
に
お
い

て
、
母
祐
椿
尼
と
と
も
に
二
人
で
暮
ら
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
動
向
は
ま
っ
た
く
確
認

で
き
な
く
な
り
、
天
正
十
年
八
月
十
六
日
に
松
岳
院
で
没
し
た
と
い
う
。
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以
上
、「
伝
記
」「
年
譜
」
に
記
載
さ
れ
た
次
郎
法
師
に
つ
い
て
示
し
た
。
天
正
三
年
、
直
政
の
初
出
仕
の

際
に
小
袖
を
仕
立
て
た
と
か
家
康
が
鷹
狩
を
し
て
い
た
際
に
次
郎
法
師
が
直
政
と
の
対
面
を
準
備
し
た
、
な

ど
と
語
ら
れ
る
が
、「
伝
記
」
の
段
階
で
す
で
に
そ
の
記
載
が
存
在
し
て
い
る
。

系
図
上
の
次
郎
法
師

　

系
図
研
究
に
先
ん
じ
て
い
る
鎌
倉
期
の
研
究
者
が
利
用
す
る
『
尊
卑
』『
群
書
』『
系
図
纂
要
』
に
、
直
虎

は
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

『
尊
卑
』
に
は
、
そ
も
そ
も
利
世
以
降
の
記
載
が
な
い
の
で
、
戦
国
期
の
次
郎
法
師
に
つ
い
て
も
、
当
然
の

こ
と
な
が
ら
記
述
は
な
い
。『
群
書
』
を
見
る
と
、
直
平
以
降
は
直
宗
と
直
満
兄
弟
の
み
が
記
さ
れ
、
そ
の

後
、
直
宗
の
子
と
し
て
直
盛
、
そ
れ
に
続
い
て
直
親
、
そ
の
子
直
政
と
繫
が
っ
て
い
る
。
女
子
の
記
載
が
見

え
る
の
は
、
直
政
の
次
男
で
彦
根
藩
へ
と
存
続
し
て
い
っ
た
直
孝
の
長
子
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。

『
群
書
』
の
直
盛
の
事
績
に
は
、「
直
盛
に
は
嫡
子
が
な
く
、
直
満
の
子
直
親
が
従
兄
弟
で
あ
っ
た
た
め
、
家

督
を
譲
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
」
と
あ
り
、
女
子
に
関
す
る
文
言
は
見
当
た
ら
な
い
。
つ
ま
り
、「
婿
養

子
」
と
し
て
迎
え
る
と
い
う
こ
と
す
ら
、
書
か
れ
て
い
な
い
。『
群
書
』「
井
伊
系
図
」
の
成
立
は
不
明
だ
が
、

延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
七
世
紀
後
半
、
彦
根

藩
井
伊
氏
が
認
識
し
て
い
た
系
図
に
は
、
次
郎
法
師
直
虎
と
い
う
人
物
は
登
場
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
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ち
な
み
に
「
寛
永
伝
」
の
記
述
は
『
群
書
』
の
内
容
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
寛
永
二
十
年

（
一
六
四
三
）
以
降
、
延
宝
四
年
頃
ま
で
、
次
郎
法
師
の
名
前
が
井
伊
氏
の
系
図
上
に
現
れ
る
こ
と
す
ら
な
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

『
系
図
纂
要
』
に
は
、
直
盛
の
下
に
直
親
と
並
ん
で
「
女　

二
郎
法
師
」
と
あ
る
。
そ
こ
に
は
「
初
め
は
直

盛
が
直
親
を
家
督
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
、
一
八
歳
で
南
溪
禅
師
に
師
事
し
て
尼
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、

井
伊
氏
の
嫡
で
あ
っ
た
た
め
男
子
の
字
を
用
い
た
」
と
あ
る
。『
系
図
纂
要
』
に
は
井
伊
直
弼
の
記
載
が
途
中

ま
で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
幕
末
の
成
立
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、「
伝
記
」
が
享
保
期
に
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
み
れ
ば
、『
系
図
纂
要
』
は

そ
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
系
図
上
に
次
郎
法
師
が
登
場
す
る
の
は
、『
群
書
』
の
作
成
さ
れ
た
（
早
く
て

も
）
延
宝
四
年
以
降
（
一
六
七
六
）
で
あ
り
、
か
つ
「
伝
記
」
の
作
成
さ
れ
た
享
保
十
五
年
（
一
七
三
〇
）
以
前

の
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
約
半
世
紀
の
間
に
次
郎
法
師
を
登
場
さ
せ
る
意
味
が
あ
っ

た
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
以
下
に
お
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

「
伝
記
」
成
立
の
意
味

　

享
保
十
五
年
に
作
成
さ
れ
た
「
伝
記
」
が
次
郎
法
師
の
登
場
す
る
最
も
早
い
史
料
で
あ
る
。〝
現
時
点
〞
で
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の
最
初
期
と
い
う
こ
と
で
は
あ
る
が
、
こ
の
〝「
伝
記
」
に
書
か
れ
て
い
る
〞
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

本
史
料
は
、
龍
潭
寺
の
祖
山
が
「
井
伊
直
盛
か
ら
直
政
に
い
た
る
井
伊
家
苦
難
の
時
期
を
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク

に
描
い
た
」（
夏
目
琢た

く

史み

二
〇
七
〜
〇
八
頁
）
編
纂
物
で
、「
井
伊
家
と
龍
潭
寺
と
の
関
係
に
翳
り
の
見
え
」
た
段

階
で
、「「
菩
提
寺
」
と
し
て
の
龍
潭
寺
の
歴
史
を
、
彦
根
藩
に
向
け
て
も
う
一
度
説
明
す
る
必
要
が
あ
」
っ

て
書
か
れ
た
（
同
書
二
〇
七
頁
）、
と
し
て
い
る
。「
も
う
一
度
説
明
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

　

夏
目
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）
に
起
き
た
「
井い

之の

出で

入い
り

」
と
呼
ば
れ
る
龍
潭
寺
の
門

前
に
残
さ
れ
て
い
る
始
祖
共
保
出
生
伝
説
の
あ
る
井
戸
（「
由
緒
の
井
戸
」
と
さ
れ
る
。
第
一
章
参
照
）
の
争
論
に
関

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
争
論
は
、
正
徳
頃
に
井
伊
谷
を
支
配
し
て
い
た
旗
本
近
藤
家
が
支
持
す
る
真
言
宗
寺

院
の
正
楽
寺
と
、
中
世
に
井
伊
谷
を
治
め
、
正
徳
年
間
に
は
彦
根
藩
と
そ
の
分
流
与
板
藩
に
分
か
れ
て
い
た

井
伊
氏
の
支
持
す
る
臨
済
宗
寺
院
龍
潭
寺
が
井
戸
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
の
で
あ
る
。

　

本
来
な
ら
ば
単
純
に
、
在
地
の
支
持
を
受
け
て
い
た
正
楽
寺
に
軍
配
が
上
が
り
そ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、

井
伊
家
が
関
わ
っ
た
た
め
、
寺
社
奉
行
も
巻
き
込
ん
で
話
が
大
き
く
な
り
、
結
局
龍
潭
寺
の
勝
訴
に
終
わ
る
。

　

訴
訟
の
間
に
祖
山
は
何
度
も
彦
根
・
与
板
両
藩
藩
邸
を
訪
れ
て
い
る
。
祖
山
の
代
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て

井
戸
と
龍
潭
寺
と
の
関
係
性
を
記
し
た
由
緒
書
が
作
成
さ
れ
、
龍
潭
寺
も
両
井
伊
氏
と
の
接
点
及
び
支
持
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
接
点
が
、
彼
一
代
で
終
わ
る
こ
と
の
な
い
継
続
的
な
付
き
合
い
へ
と
繫
が
っ
た
。

　

そ
の
継
続
的
な
交
流
の
最
初
期
に
「
伝
記
」
は
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
て
み
る
と
、「
伝
記
」
は
龍
潭
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寺
と
両
井
伊
氏
を
繫
ぐ
重
要
な
ア
イ
テ
ム
だ
っ
た
と
判
明
す
る
。
そ
の
ア
イ
テ
ム
は
、
①
龍
潭
寺
と
中
世
井

伊
氏
が
長
期
に
わ
た
る
継
続
性
を
持
っ
て
関
わ
っ
て
い
た
か
、
も
し
く
は
②
あ
る
時
期
に
お
い
て
、
ど
れ
だ

け
深
い
親
密
性
を
持
っ
て
い
た
か
を
示
す
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
を
示
す
こ
と
で
、
ど
れ
だ
け
両
者
が
深
い
関

係
に
あ
っ
た
か
を
「
伝
記
」
の
読
者
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

次
郎
法
師
登
場
の
背
景

　

夏
目
氏
の
著
書
に
よ
る
と
、「
伝
記
」
の
作
成
に
あ
た
り
、
祖
山
は
井
伊
谷
周
辺
の
歴
史
を
い
ろ
い
ろ
と
調

べ
た
よ
う
だ
（
夏
目
著
書
二
〇
四
・
二
〇
五
頁
引
用
史
料
な
ど
）。「
由
緒
の
井
戸
」
は
井
伊
家
の
始
祖
共
保
関
連
の

も
の
だ
か
ら
、
詳
細
に
記
述
す
る
必
要
性
も
あ
っ
て
伝
承
を
中
心
に
書
き
綴
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

ま
た
鎌
倉
〜
室
町
期
の
井
伊
氏
に
つ
い
て
も
お
そ
ら
く
調
査
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
関
連
史
料
は
確
認
さ
れ

な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
直
盛
以
降
、
家
康
ま
で
の
戦
国
期
の
史
料
は
存
在
す
る
。
特
に
、
直
盛
は
龍
潭
寺

の
中
興
開
山
（
夏
目
著
書
二
〇
四
頁
）
で
も
あ
り
、
か
つ
直
盛
の
関
連
文
書
に
直
平
の
名
も
見
え
る
こ
と
か
ら
、

龍
潭
寺
と
井
伊
氏
と
の
関
係
性
を
強
調
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
条
件
が
整
う
こ
と
と
な
る
。

　

こ
こ
で
祖
山
は
、
①
よ
り
も
②
を
選
択
す
る
方
が
現
実
的
と
捉
え
た
の
で
は
な
い
か
。
鎌
倉
〜
室
町
期
の

井
伊
氏
に
つ
い
て
は
あ
え
て
何
も
記
さ
ず
、
直
平
以
降
の
井
伊
氏
と
の
結
び
付
き
を
詳
細
に
描
こ
う
と
し
た

と
思
わ
れ
る
。
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た
だ
②
を
選
択
し
て
も
、
可
能
な
限
り
①
を
考
慮
し
た
方
が
よ
い
。
戦
国
期
、
継
続
的
に
井
伊
氏
と
龍
潭

寺
が
交
流
し
続
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
の
は
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
祖
山
は
龍
潭
寺
に
居
住
し
て
い
た
の
だ

か
ら
、
同
寺
の
位
牌
や
過
去
帳
・
古
文
書
類
は
、
あ
る
程
度
把
握
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

だ
か
ら
こ
そ
井
伊
氏
当
主
の
法
名
や
、
永
正
四
年
九
月
十
五
日
付
の
井
伊
直
平
寄
進
状
写
（『
戦
今
』
一
八

九
）
や
、
永
禄
八
年
九
月
十
五
日
付
南
溪
和
尚
宛
の
次
郎
法
師
寄
進
状
（『
戦
今
』
二
〇
五
〇
）
も
引
用
し
た
の

だ
ろ
う
。
記
述
が
ほ
ぼ
編
年
な
の
も
、
継
続
的
な
交
流
を
示
す
手
法
ゆ
え
だ
っ
た
の
だ
。

　

以
上
を
前
提
に
、
こ
こ
か
ら
は
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、
次
郎
法
師
登
場
の
背
景
を
探
っ
て
み
よ
う
。

　

祖
山
は
龍
潭
寺
で
、
位
牌
・
過
去
帳
等
か
ら
「
次
郎
」
が
中
世
井
伊
氏
の
家
督
も
使
用
し
た
仮
名
・
通
称

で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。
そ
の
た
め
永
禄
八
年
の
寄
進
状
を
書
い
た
「
次
郎
法
師
」
は
当
主
に
近
い
人
物

と
考
え
た
。
し
か
し
、
中
興
開
山
で
あ
る
直
盛
は
同
三
年
に
、
後
嗣
直
親
も
同
五
年
に
死
没
し
て
い
る
。
彼

ら
よ
り
も
没
年
が
遅
い
人
物
を
探
す
必
要
が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
と
き
、
龍
潭
寺
内
に
残
さ
れ
て
い
る
位
牌
等
に
、
天
正
十
年
に
亡
く
な
っ
た
人
物
が
い
た
。
法

名
は
「
妙
雲
院
殿
月
船
祐
円
大
姉
」
だ
が
、
没
年
は
直
盛
・
直
親
以
降
の
人
物
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

「
大
姉
」
と
あ
る
の
で
女
性
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
位
牌
等
以
外
に
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
次

郎
法
師
は
妙
雲
院
殿
だ
っ
た
。
祖
山
は
こ
う
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
傍
証
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
祖
山
は
次
郎
法
師
＝
直
盛
息
女
＝
妙
雲
院
殿
と
認
識
は
し
て
い
る
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も
の
の
、
次
郎
法
師
＝
直
虎
、
も
し
く
は
直
盛
息
女
＝
直
虎
、
と
い
う
表
現
は
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
。
つ

ま
り
、
女
性
で
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
て
も
、
男
性
名
で
あ
る
「
直
虎
」
を
名
乗
っ
た
と
は
ど
こ
に
も
記

載
が
な
い
の
だ
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
直
虎
が
次
郎
法
師
も
し
く
は
直
盛
息
女
と
指
摘
し
た
の
は
、
後
世
の
研

究
者
た
ち
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

異
質
の
系
図

　

と
こ
ろ
で
、
井
伊
氏
に
関
す
る
系
図
の
中
で
、
興
味
深
い
も
の
が
一
点
あ
っ
た
。
そ
れ
は
浅
羽
本
系
図
二

十
七
「
井
伊
・
奥
平
」
で
あ
る
（
次
頁
系
図
四
）。
こ
の
系
図
は
、
水
戸
徳
川
家
で
作
成
さ
れ
て
い
た
が
、
焼
失

し
て
し
ま
い
、
現
在
で
は
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
写
が
残
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
系
図
の
特
徴

は
、
直
満
を
「
直
定
」
と
記
す
だ
け
で
な
く
、
直
盛
の
弟
に
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
直
親
に
弟

妹
が
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
点
だ
ろ
う
。

　

こ
の
系
図
と
ほ
ぼ
同
様
の
系
図
は
、
す
で
に
『
引
佐
町
史
』
に
「
藤
原
氏
井
伊
氏
奥
山
系
図
幷
諸
親
類
之

次
第
」（
奥
山
平
田
八
江
蔵
）
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
引
佐
町
史
』
で
は
こ
の
点
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く

触
れ
て
い
な
い
の
で
、
少
し
考
え
て
み
よ
う
。

　

三
一
頁
等
に
示
し
た
系
図
類
に
は
、
直
親
は
直
満
の
一
人
息
子
と
し
て
お
り
、
直
盛
か
ら
す
る
と
従
兄
弟

の
間
柄
で
あ
っ
た
。
本
系
図
で
は
、
直
盛
の
弟
が
彦
次
郎
直
定
と
記
さ
れ
て
い
る
。
直
定
が
「
直
近（

親
）
」
の
父
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に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
彼
が
他
の
系
図
で
言
う
直
満
の
こ
と
を
伝
え
て
い
る
と
し
て
間
違
い
な
い
。
仮
名
が

他
の
系
図
類
と
同
様
、
彦
次
郎
で
あ
る
こ
と
も
そ
れ
を
裏
付
け
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
直
親
は
直
盛
の

従
兄
弟
で
は
な
く
甥
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
直
親
を
直
盛
の
子
と
し
て
記
す
場
合
、
直
親
の
部
分
に
「
養
子
」
と
書
い
た
う
え
で
、
次
郎
法
師

の
部
分
に
「
女
子
」（『
寛
政
譜
』）、
あ
る
い
は
「
尼
」（「
藩
翰
譜
」
を
底
本
と
し
た
「
井
伊
家
譜
」）
と
二
人
を
並
記

直
方

直
平

直
宗

直
盛

直
定

直
近

直
政

直
之

直
滋

直
重

玄
久
息
女

堀
助
右
衛
門

真
武万
歟

伯
耆
守

井
伊
靭
負
佐

右
近
太
夫

孝
掃
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し
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
し
か
し
、
浅
羽
本
系
図
に
は
直
盛
に
子
ど
も
が
お
ら
ず
、
直
親
の
ほ
か
に
三
人
の

弟
妹
の
記
述
が
あ
る
の
だ
。

　

本
系
図
が
正
し
い
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
系
図
は
重
要
な
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
直
盛
の

子
の
記
載
が
な
い
の
だ
か
ら
、
彼
の
子
と
し
て
の
次
郎
法
師
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
『
寛

政
譜
』
等
の
よ
う
に
、
直
親
と
次
郎
法
師
＝
女
性
を
並
記
す
る
と
い
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、「
玄
久

息
女
」
と
い
う
人
物
が
次
郎
法
師
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

　

本
系
図
で
は
玄
久
に
つ
い
て
、「
井
伊
堀
左
馬
助
」
の
こ
と
と
記
し
て
い
る
。
井
伊
氏
の
一
門
に
堀
氏
が
お

り
、
後
に
堀
江
氏
へ
と
名
字
を
改
め
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
堀
左
馬
助
の
息
女
が
直
親
の
妹
の
よ
う
に
扱
わ
れ

（
養
子
に
入
っ
た
？
）、
次
郎
法
師
と
誤
っ
て
伝
え
ら
れ
た
と
の
可
能
性
も
出
て
き
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
玄
久
息
女
」
が
「
直
親
の
妹
」
の
部
分
に
記
載
さ
れ
て
い
る
点
に
注
意
し
て
見
る
と
、
幕
末
ま
で

彦
根
藩
の
家
中
に
あ
っ
た
「
酒
居
三
郎
兵
衛
忠
常
（
後
に
勝
正
に
改
名
）」
の
母
が
そ
の
彼
女
に
あ
た
る
と
い
う

記
事
も
存
在
す
る
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
架
蔵
「
彦
根
藩
家
中
貞
享
異
譜
」
七
）。
三
郎
兵
衛
が
系
図
の
「
三
郎
ヱ

門
」
と
同
一
人
物
な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

以
上
、
次
郎
法
師
の
登
場
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
続
い
て
「
伝
記
」
が
次
郎
法
師
直
虎
を
女
性
と
し
て
認

識
し
て
い
る
点
に
注
目
し
、
戦
国
期
に
お
け
る
武
家
の
女
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
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君は、

何と闘うか？

マーカー部分をクリックして、「ジセダイ」
をチェック!!!

「ジセダイ」は、20代以下の若者に向けた、
行動機会提案サイトです。読む→考える→行
動する。このサイクルを、困難な時代にあっ
ても前向きに自分の人生を切り開いていこう
とする次世代の人間に向けて提供し続けます。

ジセダイイベント

ジ セ ダ イ 総 研

星海社新書試し読み

メ イ ン コ ン テ ン ツ
著者に会える、同世代と話せるイベントを毎月

開催中！　行動機会提案サイトの真骨頂です！

若手専門家による、事実に基いた、論点の明確な読み物を。

「議論の始点」を供給するシンクタンク設立！

既刊・新刊を含む、
すべての星海社新書が試し読み可能！

 http://ji-sedai. jp/

http://ji-sedai.jp/event/info/
http://ji-sedai.jp/series/research/
http://ji-sedai.jp/book/publication/
http://ji-sedai.jp
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